
< HASPキーに登録されたアップグレード有効期日の確認手順 > 

1.HASP Infoの起動 

 HASPキーに登録されたアップグレード期間はHASP InfoというUtilityソフトウエアの画面にて確認することができます。   

HASP Infoの起動方法には以下のように 2つの方法があります。 

(a) Windowsのスタートメニューから起動する (b) NIS-Elements の Helpから起動する 

    

WindowsのスタートメニューからNIS-ElementsのHASP Info

を選択して起動します。 

NIS-Elements を起動中に、NIS-Elements の Help

メニューから HASP Info を選択して起動します。 

2.アップグレード有効期日の確認   

HASP Info画面に表示される、アップグレード有効期日を以下の手順で確認します。 

 

HASP Info画面の下部には 

(1) アクティベーション日（Activation date） 

(2) アップグレード有効期日 

の二つが表示されます。 

 

バージョンアップしたい NIS-Elements 各バージョン

のリリース日が、アップグレード有効期日に表示される

日付よりも前の場合、そのバージョンにアップグレード

することが可能です。 

また、バージョンアップしたい NIS-Elements 各バー

ジョンのリリース日がアップグレード有効期日に表示さ

れる日付より後の場合、そのバージョンにアップグレー

ドするには、必要期間分の SUA オプションを購入し

て、アップグレード有効期日を延長する必要がありま

す。*1 

 

*1 ：NIS-Elements D をお持ちのお客様で、納品日よ

り以前にActivation dateが設定されている場合は、購

入先までお問い合わせください。 

無償アップグレード期間が切れている状態で出荷され

た対象の可能性があるため、SUA を無償適用するこ

とで、SUA 有効期間内に Ver7.0 リリース日が含まれ

るように対応いたします。これにより、Ver7.0 への無償

アップグレードが可能になります。 

(1) アクティベーション日 

(2) アップグレード有効期日 



 

3. NIS-Elementsのリリース日の確認 

NIS-Elements 各バージョンのリリース日は、NIS-Elements のダウンロードコーナーで確認することが出来ます。下図の

例では、赤枠で囲われた部分に表示されている日付が NIS-Elementsのリリース日です。 

 

 

 

 

まとめ 

 以下の図は、HASPキーに登録されたアップグレード期間、リリース日、SUAオプションの購入についてのまとめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップしたいNIS-Elements各バー

ジョンのリリース日が、アップグレード期間に

表示される日付よりも前の日付の場合 

（アップグレード期間内にリリース日が入って

いる状態） 

アップグレードするために SUA オプショ

ンのご購入が必要です。*1 

バージョンアップしたい NIS-Elements 各バ

ージョンのリリース日がアップグレード期間に

表示される日付より後の日付の場合 

（アップグレード期間以降にリリース日が存在

している状態） 

 

無償でアップグレードできます 


